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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
絃
城
恭
夜
た
ち
の
能
力
設
定
（
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
風
味
）

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
８
０
０
Ｐ

【
作
者
名
】

　
絃
城
恭
介

【
あ
ら
す
じ
】

　
絃
城
恭
夜
の
説
明
で
す
。

目
安
な
の
で
実
際
に
は
違
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
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『
魔
法
少
女
リ
リ
カ
ル
な
の
は
～
チ
ー
ト
野
郎
が
ト
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
で
す
』

の
絃
城
恭
夜

能
力
値

筋
力
Ｓ
＋
＋
（
Ｅ
Ｘ
）

耐
久
Ｓ
＋
＋
（
Ｅ
Ｘ
）

敏
捷
Ｓ
＋
（
Ｅ
Ｘ
）

魔
力
Ｅ
Ｘ

幸
運
Ａ
＋
（
Ｅ
Ｘ
）

宝
具
Ｅ
～
Ｅ
Ｘ

（
）
時
の
能
力
値
は
、
蒼
香
に
寄
る
加
護
が
あ
っ
た
時
の
み

【
保
有
ス
キ
ル
】
 

カ
リ
ス
マ
：
Ａ

大
軍
団
を
指
揮
す
る
天
性
の
才
能
。
Ａ
ラ
ン
ク
は
お
お
よ
そ
人
間
と
し
て
獲
得

し
う
る
最
高
峰
の
人
望
と
い
え
る
。
 

黄
金
律
：
Ａ

身
体
の
黄
金
比
で
は
な
く
、
人
生
に
お
い
て
金
銭
が
ど
れ
ほ
ど
つ
い
て
回
る
か

の
宿
命
。

大
富
豪
で
も
や
っ
て
い
け
る
金
ピ
カ
ぶ
り
。
一
生
金
に
は
困
ら
な
い
。

幻
術
：
Ａ
＋

魔
術
系
統
の
一
種
。
変
幻
能
力
。

個
人
を
対
象
と
し
た
物
か
ら
、
天
を
覆
う
程
の
大
規
模
行
使
も
可
能
。
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こ
れ
に
よ
り
、
自
身
を
含
め
た
物
の
性
質
を
偽
装
さ
せ
ら
れ
る
他
、

幻
影
や
分
身
の
生
成
、
目
も
眩
ま
ん
ば
か
り
の
強
烈
な
光
を
生
み
出
す
こ
と
や

天
を
覆
う
黒
雲
の
幻
を
見
せ
る
こ
と
で
無
明
の
世
界
を
作
り
出
す
こ
と
も
可
能
。

こ
の
ラ
ン
ク
に
な
る
と
対
象
の
“
精
神
”
に
自
然
な
形
で
誤
認
す
る
こ
と
を
強

要
し
、

肉
体
に
も
物
理
的
な
影
響
を
与
え
る
事
が
出
来
る
。
 

騎
乗
：
Ａ
＋
＋

騎
乗
の
才
能
。
獣
で
あ
る
の
な
ら
ば
幻
獣
・
神
獣
・
竜
種
ま
で
乗
り
こ
な
せ
る
。

千
里
眼
（
浄
眼
）
：
Ａ
＋

視
力
の
良
さ
。
遠
方
の
標
的
の
捕
捉
、
動
体
視
力
の
向
上
。

透
視
、
未
来
視
、
過
去
視
さ
え
も
可
能
と
す
る
。

浄
眼
は
千
里
眼
の
劣
化
品
と
し
て
こ
の
場
で
は
扱
わ
れ
る

気
配
察
知
：
Ａ
＋

敵
の
気
配
を
察
知
す
る
野
生
の
超
感
覚
。

周
囲
の
生
命
体
の
位
置
を
捕
捉
可
能
。

こ
の
ラ
ン
ク
な
ら
ば
数
ｋ
ｍ
の
範
囲
を
容
易
に
カ
バ
ー
す
る
。

気
配
遮
断
で
存
在
を
隠
匿
し
て
い
て
も
判
定
次
第
で
見
破
る
事
が
出
来
る
。

言
語
理
解
：
Ａ
＋

動
物
～
竜
種
ま
で
の
言
葉
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
竜
種
自
体

が
人
語
を
話
せ
た
り
す
る
の
で
神
獣
が
い
い
と
こ
ろ

気
配
遮
断
：
Ａ
＋

自
信
の
魔
力
を
絶
つ
。
完
全
に
気
配
を
絶
て
ば
発
見
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近

い
。

た
だ
し
自
ら
が
攻
撃
態
勢
に
移
る
と
気
配
遮
断
の
ラ
ン
ク
は
大
き
く
落
ち
る
。
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高
速
思
考
：
Ｃ

物
事
の
筋
道
を
順
序
立
て
て
追
う
思
考
の
速
度
。

特
に
策
略
や
陰
謀
な
ど
に
お
い
て
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
。
 

軍
略
：
Ａ

一
対
一
の
戦
闘
で
は
な
く
、
多
人
数
を
動
員
し
た
戦
場
に
お
け
る
戦
術
的
直
感

力
。

自
ら
の
対
軍
宝
具
や
対
城
宝
具
の
行
使
や
、
逆
に
相
手
の
対
軍
宝
具
、
対
城
宝

具
に
対
処
す
る
場
合
に
有
利
な
補
正
が
与
え
ら
れ
る
。

奇
跡
（
偽
）
：
Ａ
＋

望
む
が
ま
ま
に
他
者
の
望
み
を
叶
え
る
、
文
字
通
り
の
奇
跡
…
の
幻
影
。
一
時

的
に
せ
よ
世
界
を
騙
す
こ
と
で
、
幻
影
で
あ
り
な
が
ら
物
理
的
な
効
果
を
及
ぼ

し
、
奇
跡
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
大
規
模
干
渉
や
死
者
の
蘇
生
す
ら
再
現
す
る
。

し
か
し
、
あ
く
ま
で
効
果
は
幻
影
に
よ
り
「
騙
さ
れ
て
い
る
間
」
に
限
定
さ
れ

る
た
め
、

幻
影
と
見
抜
い
た
も
の
（
と
、
そ
の
周
囲
）
に
対
し
て
は
効
果
を
及
ぼ
さ
ず
、

ま
た
魔
力
供
給
が
途
切
れ
れ
ば
効
果
は
中
断
す
る
。

　魔
力
効
率
が
極
め
て
悪
く
、
更
に
即
時
性
に
は
劣
る
た
め
戦
闘
に
は
向
か
な
い
。

 仕
切
り
直
し
：
Ａ
＋

ど
ん
な
状
況
で
も
戦
況
を
タ
ー
ン
の
最
初
に
戻
す
事
が
可
能
。
最
早
呪
い
の
域
。

心
眼
（
真
）
：
Ａ

修
行
・
鍛
錬
に
よ
っ
て
培
っ
た
洞
察
力
。
窮
地
に
お
い
て
自
身
の
状
況
と
敵
の

能
力
を
冷
静
に
把
握
し
、
そ
の
場
で
残
さ
れ
た
活
路
を
導
き
出
す
“
戦
闘
論
理
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”
。

逆
転
の
可
能
性
が
ゼ
ロ
で
は
な
い
な
ら
、
そ
の
作
戦
を
実
行
に
移
せ
る
チ
ャ
ン

ス
を
手
繰
り
寄
せ
ら
れ
る
。

心
眼
（
偽
）
：
Ａ

視
覚
妨
害
に
よ
る
補
正
へ
の
耐
性
。
第
六
感
、
虫
の
報
せ
と
も
言
わ
れ
る
、
天

性
の
才
能
に
よ
る
危
険
予
知
で
あ
る
。
 

戦
闘
続
行
：
Ａ

往
生
際
が
悪
い
。
瀕
死
の
傷
で
も
戦
闘
を
可
能
と
し
、
決
定
的
な
致
命
傷
を
受

け
な
い
限
り
生
き
延
び
る
。
 

対
魔
力
：
Ａ
＋

Ａ
＋
以
下
の
魔
術
は
全
て
キ
ャ
ン
セ
ル
。
事
実
上
、
魔
術
で
は
恭
夜
に
傷
を
つ

け
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
な
の
は
達
の
魔
法
は
魔
術
と
は
構
造
が
違
う
の
で
、

魔
力
ダ
メ
ー
ジ
だ
け
は
与
え
ら
れ
る

ル
ー
ン
：
Ａ
 

　

北
欧
の
魔
術
刻
印
・
ル
ー
ン
の
所
持
。

分
割
思
考
：
Ｂ

思
考
中
枢
を
仮
想
的
に
十
二
に
分
け
、
同
時
に
運
営
す
る
。
 

お
そ
ら
く
人
間

の
域
で
は
最
高
の
ラ
ン
ク

魅
了
：
Ａ

魔
性
の
美
貌
に
よ
り
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
対
象
の
精
神
を
虜
に
す
る
。
こ
こ

ま
で
く
る
と
魅
惑
で
は
な
く
魔
術
、
呪
い
の
類
で
あ
る
。
対
魔
力
で
抵
抗
可
能
。

使
用
タ
イ
ミ
ン
グ
を
恭
夜
は
自
在
に
操
る
こ
と
が
で
き
る
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矢
よ
け
の
加
護
：
Ａ

飛
び
道
具
に
対
す
る
防
御
。
視
界
外
の
狙
撃
手
か
ら
の
攻
撃
で
あ
っ
て
も
投
擲

武
装
で
あ
れ
ば
、
対
処
で
き
る
。
た
だ
し
超
遠
距
離
か
ら
の
直
接
攻
撃
は
該
当

せ
ず
、
広
範
囲
の
全
体
攻
撃
に
も
該
当
し
な
い
。
 

神
々
の
加
護
：
Ａ
＋

危
機
に
瀕
し
た
際
に
神
霊
レ
ベ
ル
の
支
援
行
使
が
行
わ
れ
る
。
神
々
の
寵
愛
を

強
く
受
け
す
ぎ
た
為
に
稀
に
敵
対
す
る
他
の
神
々
に
妨
害
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

（
恭
夜
の
場
合
は
蒼
香
、
十
三
番
目
、
ミ
ネ
ル
バ
（
蒼
香
の
姉
）
か
ら
の
加
護

を
受
け
ら
れ
る
）

神
性
：
Ｂ
（
Ａ
＋
＋
＋
）

転
生
時
に
蒼
香
か
ら
与
え
ら
れ
た
力
と
十
三
番
目
と
同
化
し
た
力
 

（
）
時
は
覚
醒
時
の
み

魔
力
放
出
：
Ａ
 

武
器
な
い
し
自
身
の
肉
体
に
魔
力
を
帯
び
さ
せ
、
瞬
間
的
に
放
出
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
能
力
を
向
上
さ
せ
る
。

覚
醒
：
？

繊
細
不
明

【
宝
具
】
 

『
創
造
』

ラ
ン
ク
：
Ｅ
Ｘ
　
種
別
：
対
人
、
対
界
宝
具
　
レ
ン
ジ
：
１
～
∞
　
最
大
捕
捉
：

１
～
∞
人
 

絃
城
の
血
に
よ
り
覚
醒
し
た
能
力
。
自
分
の
頭
の
中
で
考
え
た
モ
ノ
や
実
在
し
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た
も
の
を
本
物
と
し
て
創
り
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
世
界
の
理
か
ら

反
す
る
も
の
は
創
る
事
は
可
能
だ
が
自
信
の
命
を
大
幅
に
削
る
こ
と
に
な
る

使
い
方
に
よ
っ
て
は
世
界
を
一
つ
潰
す
こ
と
も
創
る
こ
と
も
可
能

『
固
有
結
界
・
黄
昏
の
混
沌
』

コ
ス
モ
ス
・
オ
ブ
・
ザ
・
カ
オ
ス

ラ
ン
ク
：
Ｅ
Ｘ
　
種
別
：
対
界
宝
具
　
レ
ン
ジ
：
１
～
∞
　
最
大
捕
捉
：
１
～

∞
人
 

創
造
と
絃
城
家
に
伝
わ
る
『
原
初
の
創
造
』
を
組
み
合
わ
せ
た
事
で
生
ま
れ
た

一
つ
の
世
界

繊
細
は
不
明

『
浄
眼
』

ラ
ン
ク
：
Ｃ
＋
　
種
別
：
対
人
宝
具
　
レ
ン
ジ
：
１
～
９
９
　
最
大
捕
捉
：
１

０
０
０
人
 

「
見
え
な
い
物
を
視
る
」
程
度
の
能
力
。

解
説

も
と
も
と
は
唯
の
人
間
。
並
行
世
界
で
な
ら
か
な
り
の
血
統
の
持
ち
主
だ
が
、

彼
の
世
界
の
絃
城
家
は
衰
退
し
て
い
た
の
で
魔
術
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
て
、
普

通
の
家
系
に
戻
り
か
け
て
い
た

し
か
し
、
殺
人
鬼
に
殺
さ
れ
、
蒼
香
に
よ
っ
て
転
生
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
絃
城
の
血
が
覚
醒
し
『
創
造
』
を
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た

現
在
の
彼
の
目
的
は
『
誰
か
を
守
る
こ
と
』
で
あ
り
、
ど
こ
か
の
正
義
の
味
方

に
な
り
か
け
て
い
る
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『
そ
ら
の
お
と
し
も
の
～
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
』
の
絃
城
恭
夜

能
力
値

筋
力
Ｂ
（
Ａ
－
）

耐
久
Ｄ
（
Ｃ
＋
＋
）

敏
捷
Ｃ
（
Ｂ
＋
＋
）

魔
力
Ａ
＋
＋

幸
運
Ａ
＋

宝
具
Ａ
＋
＋

（
）
時
の
ス
テ
ー
タ
ス
は
、
魔
術
に
寄
る
強
化
と
制
限
解
除
時
の
み
有
効

【
保
有
ス
キ
ル
】
 

模
倣
：
Ａ

一
度
見
た
モ
ノ
を
完
璧
に
再
現
で
き
る
。
知
識
と
し
て
知
っ
て
い
る
だ
け
の
モ

ノ
な
ら
ば
ラ
ン
ク
が
一
つ
下
が
る
が
、
ほ
ぼ
完
全
な
状
態
で
再
現
で
き
る
。

カ
リ
ス
マ
：
Ｂ

軍
団
を
指
揮
す
る
天
性
の
才
能
。
団
体
戦
闘
に
お
い
て
、
自
軍
の
能
力
を
向
上

さ
せ
る
。
カ
リ
ス
マ
は
稀
有
な
才
能
で
、
一
国
の
王
と
し
て
は
Ｂ
ラ
ン
ク
で
十

分
と
言
え
る
。

道
具
作
成
：
Ｂ

魔
力
を
帯
び
た
器
具
を
作
成
で
き
る
。
恭
夜
の
場
合
は
、
創
造
を
補
助
に
こ
ち
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ら
で
モ
ノ
を
造
る
方
が
多
い

創
造
：
Ｃ
＋
＋
（
Ｅ
Ｘ
）

頭
の
中
で
想
像
し
た
も
の
や
、
世
界
に
実
在
し
た
も
の
を
本
物
と
し
て
創
り
出

す
こ
と
が
可
能
。
世
界
の
理
に
反
す
る
よ
う
な
モ
ノ
を
創
る
事
は
で
き
な
い

絃
城
継
承
時
に
見
た
夢
の
中
で
『
絃
城
恭
夜
』
の
創
造
を
見
て
い
る
の
で
、
模

倣
に
よ
る
再
現
が
可
能
。
た
だ
し
、
自
身
の
魔
力
を
大
幅
に
削
る
事
に
な
る
の

で
非
常
に
効
率
が
悪
い

高
速
思
考
：
Ｃ

物
事
の
筋
道
を
順
序
立
て
て
追
う
思
考
の
速
度
。

特
に
策
略
や
陰
謀
な
ど
に
お
い
て
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
。

天
使
の
加
護
：
Ｃ

天
使
の
加
護
に
よ
り
、
一
対
一
の
戦
い
に
お
い
て
幸
運
を
引
き
寄
せ
る
。

【
宝
具
】
 

『
模
倣
の
魔
眼
』

ラ
ン
ク
：
Ａ
　
種
別
：
対
人
宝
具
　
レ
ン
ジ
：
？
　
最
大
捕
捉
：
？
人
 

絃
城
の
血
に
よ
る
能
力
の
一
つ
。
一
度
見
た
も
の
を
完
全
に
再
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
消
費
魔
力
が
非
常
に
少
な
く
、
宝
具
の
担
い
手
の
情
報
を
模
倣
す
る

こ
と
に
よ
り
、
宝
具
の
完
全
な
真
名
開
放
も
可
能
と
す
る
。

『
創
造
』

ラ
ン
ク
：
Ｃ
＋
（
Ｅ
Ｘ
）
　
種
別
：
対
人
宝
具
　
レ
ン
ジ
：
１
～
∞
　
最
大
捕

捉
：
∞
人
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自
身
の
魔
力
を
代
価
に
『
モ
ノ
』
を
創
り
出
す
こ
と
が
可
能
。
し
か
し
、
彼
の

『
創
造
』
は
模
倣
に
よ
る
不
完
全
な
状
態
で
引
き
継
い
だ
能
力
な
の
で
、
現
時

点
で
は
完
全
な
使
用
は
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

道
具
作
成
の
ス
キ
ル
と
模
倣
の
ス
キ
ル
を
う
ま
く
使
っ
た
の
な
ら
ば
Ａ
＋
ラ
ン

ク
ま
で
の
宝
具
を
、
最
大
三
つ
ま
で
創
造
可
能
。
同
時
に
真
名
開
放
も
可
能
で

あ
る

し
か
し
、
魔
力
消
費
の
効
率
が
悪
い
の
で
恭
夜
自
身
は
も
っ
ぱ
ら
道
具
作
成
の

ス
キ
ル
を
優
先
し
て
使
う
傾
向
に
あ
る

『
聖
域
を
守
護
す
る
白
銀
の
翼
』

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
・
ラ
ヴ
ナ
ヴ
ァ
ル

ラ
ン
ク
：
Ｂ
　
種
別
：
対
人
宝
具
　
レ
ン
ジ
：
　
最
大
捕
捉
：
１
人
 

『
創
造
』
に
よ
る
宝
具
。
自
身
の
背
中
に
白
銀
の
翼
を
創
り
出
す
。
そ
の
翼
は

一
度
の
み
、
あ
ら
ゆ
る
攻
撃
か
ら
身
を
守
る
事
が
で
き
る
。
そ
の
他
、
常
時
Ｂ

－
ラ
ン
ク
ま
で
の
攻
撃
を
一
切
無
効
化
し
て
い
る

し
か
し
、
担
い
手
で
あ
る
恭
夜
は
「
空
を
自
由
に
飛
ぶ
翼
」
と
言
う
概
念
で
創

造
し
た
の
で
、
そ
ん
な
効
果
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
よ
う
だ

解
説

幼
い
頃
は
唯
の
一
般
人
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
歳
を
境
に
魔
術
師
と
し
て
育
て
ら

れ
始
め
た
。

も
と
も
と
は
交
友
関
係
が
広
く
、
友
達
や
知
り
合
い
が
多
か
っ
た
の
だ
が
、
魔
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術
師
と
し
て
教
育
さ
れ
始
め
た
と
き
に
空
美
町
か
ら
隣
町
に
引
っ
越
し
た
た
め

に
現
在
は
友
人
が
い
な
い

つ
い
最
近
に
な
っ
て
一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
と
思
っ
た
ら
、
ま
た
し
て
も
父
か

ら
の
突
然
の
知
ら
せ
で
前
に
住
ん
で
い
た
空
美
町
に
戻
る
こ
と
に
な
っ
た

彼
自
身
は
孤
独
を
嫌
い
、
友
人
関
係
を
大
切
に
し
て
い
る
の
だ
が
、
周
り
か
ら

は
声
の
掛
け
に
く
い
イ
ケ
メ
ン
と
し
て
扱
わ
れ
る

正
確
は
平
和
を
好
み
、
失
う
こ
と
を
良
し
と
し
な
い
正
確
を
し
て
い
る
。
智
樹

は
親
友
で
あ
り
、
ま
た
義
弟
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る

も
は
や
主
人
公
と
は
い
え
な
い
ほ
ど
脇
で
頑
張
っ
て
い
る
。
い
つ
に
な
れ
ば
メ

イ
ン
で
話
を
作
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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